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研究内容 

 

生体を取り巻く環境（外部環境）は常に変化し、その影響を受けながらも体内環境（内部環境）は常に一定に保

たれ、細胞は安定した生命活動を維持している。この恒常性（ホメオスタシス）を脅かす原因（ストレッサー）は、外部

環境のみならず、生活習慣や加齢に依存して内部環境にも現れる。我々は、老年学あるいは病態生理学の分野

において、内部環境に現れるストレッサーに焦点を当て、生体のホメオスタシスの変容について研究を推進している。 

 

ストレスとは、ホメオスタシスが脅かされ、生体応答のバランスが変調した状態をいう。この状態から回復しようと、生

体ではさまざまなストレス反応が幾重にも起こる。今日、ストレスといえば酸化ストレスが容易にイメージできる社会に

なったが、我々は 40 年近い歳月を掛け、1968年にデンハム・ハーマン博士が提唱した「老化のフリーラジカル説」

（1972 年には老化のミトコンドリア説を提唱）の証明に尽力している。特に、細胞内で生じる酸化ストレスの発生機

構から、その影響によるストレス反応（レドックス制御）に至る生体応答機構の全容解明に貢献している。 

 

また近年、細胞内で生じた酸化ストレスがどのように核内 DNA 変異を誘発するのか、エネルギー代謝異常を切り

口に下記研究テーマを推進し、老化のフリーラジカル説とDNA（損傷修復異常）複製ストレス説の相関を分子レベル

で証明するために尽力している。 

 

１．電子伝達系複合体 II活性異常による酸化ストレス応答機構の解明 

２．コハク酸・FAD 代謝異常によるエピジェネティック制御破綻の解明 

３．転写調節因子 ZBTB20異常によるプリムローズ症候群発症機序の解明 
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